
浮き屋根の点検に係る技術援助のご案内

タンクの開放時にガイドライン※で定められた浮き屋根の
詳細点検を実施することで、その後のタンク供用中に浮き
屋根上への危険物の軽微な漏洩があった際に、危険物をタ
ンクから抜き取ることなく適切な仮補修を行うことでタン
クの継続使用が可能となるケースがあります。

当協会では、継続使用の条件の1つとなるタンク所有者が
実施した浮き屋根の点検がガイドラインに沿って適切に実
施されていることを、第三者機関として評価する技術援助
業務を行っていますので、是非ご活用ください。
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万が一浮き屋根上に軽微な漏洩事故が発生した場合、

１．タンクの開放が不要になります。
２．補修にかかる費用を大幅に抑えることができます。
３．使用再開までの期間を大幅に短縮できます。

※ タンク開放時に実施する浮き屋根の点検について記載してある「浮き屋根の
漏えい事故防止に関するガイドライン」はこちら
https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/200327_kiho_84.pdf

消防本部
の判断

OK

OK

YES

NO

NG

NG

浮き屋根式の屋外タンク



【背景】
浮き屋根の漏洩事故が相次いだことを契機に、H29年に消防庁は浮き屋根に関する全国

調査を実施しました。その結果を踏まえ、浮き屋根の事故防止等についての検討が行われ

ました。

検討の結果、消防庁から「浮き屋根の事故防止に関するガイドライン」が発出され、次

の内容について事業者自ら確認することが必要となりました。

①開放時のポンツーン・デッキの気密性等の確認

②ポンツーン内の仕切り板の健全性確認

③補修履歴を踏まえた浮力確認

これらについて第三者機関（又は消防機関）の確認を受けたタンクについては、その後

の供用時に何らかの理由で微小漏洩した場合においても、仮補修を実施した上で継続使用

できることとされました。

（令和2年3月27日消防危第84号「屋外貯蔵タンクの浮き屋根の安全対策について」）

【当協会が行う技術援助の内容】
ガイドラインに示された上記３点について、公正中立な第三者機関として、シングル

デッキ、ダブルデッキ問わず構造の確認や数値計算による評価を行うとともに、現地確認

によって適切であるか否かの確認を行います。

●必要な書類（標準的な提出書類）

①浮き屋根関係図面（浮き屋根詳細図、ポンツーン詳細図等）
②開放時の点検記録
③浮き屋根の溶接補修工事に係る品質管理記録
④最新の浮き屋根重量表（過去の補修履歴を踏まえたもの）

●現地確認で実施する内容（実施時期：補修･検査完了後～オイルイン前）
①デッキ板の目視検査

②ポンツーンの目視検査

③ポンツーンの加圧漏れ試験

④ポンツーン底板の板厚測定

●その他確認する内容

①仕切り板の健全性

②最新の浮き屋根重量による浮力評価

技術援助についての概要

①デッキ板の目視 ②ポンツーンの目視

③ポンツーンの
加圧漏れ試験 ④ポンツーンの板厚測定

＜これまでの受託実績＞

1件R1年度

9件R2年度

25件R3年度

22件R4年度

33件R5年度

＜お問い合わせ先＞
危険物保安技術協会 タンク審査部
TEL   ０３－３４３６－２３５５

担当
・石井（直） n_ishii@khk-syoubou.or.jp
・迫田 t_sakota@khk-syoubou.or.jp
・滝澤 s_takizawa@khk-syoubou.or.jp


